





















































































































































































































































































































































































































































































































































ix 上野村役場ホームページ　http : //www.vill.ueno.gunma.jp/gyoseijyoho/aisatu/index01.htmi
x 前出、拙稿2011
xi 上野村立上野中学校、昭和60年10月１日発行、編集　上野中学校国語部
xii アンケートは、2012年６月下旬にアンケート用紙を上野中学校の校長に渡し、校長経由で各
担任に渡し、７月20日までに各担任の都合のよい時間でアンケートを実施した。回収は８月
１日に校長から手渡しで回収する方法をとった。回答するにあたって氏名は無記名であるが、
学年と性別を記入してもらった。なお、アンケート用紙には、「学術目的以外には使用しない」
との旨を明記した。
xiii かじかの里とは、上野村教育委員会が主催で1992年に開始した山村留学プログラム。小学生、
中学生を対象とした１年間を単位とした留学（複数年も可能）で、通常は学園に共同生活を
しながら上野村の小中学校に通い、土日や学校の休み期間には様々な体験プログラムを行う。
xiv 上毛新聞社が1985年に始めたもので「明るい社会づくりに地道な努力を続けている個人、団
体、また献身的な社会奉仕活動を続けている個人・団体」に贈られる賞。
xv 御巣鷹の尾根の「管理人」（通称）は、主に御巣鷹の尾根の整備を担当している。地元の小学
校、中学校、かじかの里学園、また他の様々な団体が慰霊登山をする際、求めに応じて同行し、
事故の概要や御巣鷹の尾根の説明をする。
xvi 筆者は2012年８月１日、慰霊の園献納式への参与観察調査を行った。
xvii 2012年６月20日、上野小学校にて２時間程度の個別インタビューを実施した。
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xviii 2012年６月20日、上野中学校にて２時間程度の個別インタビューを実施し、同年８月１日
に上野中学校にて１時間程度の補足インタビューを実施した。
xix Ｃ教員には2012年８月１日、上野中学校にて調査目的等の説明を行い、後日メールにて質問
用紙を送り、回答してもらうという形式にて調査を行った。
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